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研究成果の概要（和文）：東北日本弧における地形形成過程に関しては，内陸盆地や海岸域とくに相対的沈降地
域においての地下地質の年代データが限定されるため，精緻な地形発達史が未確立な地域が多い．本研究は火山
灰編年法に基づき，同弧の内陸盆地である郡山，会津，米沢，山形盆地の地下地質と周辺域の堆積物との関係を
明らかにした．このため，白河火砕流堆積物や沼沢・砂子原カルデラ起源の東北日本孤南部地域を給源とする前
期・中期更新世テフラの層序と記載岩石学的特性のデータを整備した．そしてこれらテフラとその他の広域テフ
ラを盆地地下堆積物より見いだした上で，盆地堆積物の堆積史を明らかにし，地形発達過程を復元した．

研究成果の概要（英文）：History of landform development in the Northeast Japan Arc have been not 
well constructed by scarcity of chronological data for underground geology in tectonically subsiding
 areas such as inland basins and coastal plain. This study clarified the relationships between 
underground geology of inland basins (Koriyama, Aizu, Yonezawa and Yamagata) and subsurface 
sediments surrounding these basins using tephrochronology. Firstly, stratigraphical data and 
characteristic properties of Early to Middle Pleistocene tephras originated from the Northeast Japan
 Arc, including the Shirakawa Ignimbrites and tephras derived from Numasawa and Sunagoahra Calderas,
 have been prepared. Subsequently, we detected these tephras in underground basin sediments together
 with other widespread tephras, then constructed the histories for the formation of basin-fill 
sediments and landform.

研究分野：自然地理学
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１．研究開始当初の背景 
日本列島の地形発達研究においては地球物
理学的知見の集積やテクトニクスの議論，火
山活動史の構築が進み，問題点も明らかにさ
れつつある．しかしながら内陸盆地や海岸域，
とくに相対的沈降地域では，その形成に
10-100 万年単位の時間を要するにもかかわ
らず，それらを構成する地下堆積物について
の年代データが限定される場合がある．西南
〜中部日本にかけての内陸盆地や海岸域で
は，第四紀テフラが地下堆積物から検出され
比較的高精度な年代が得られていることが
多い．しかしながら東北日本弧の内陸盆地に
ついての地下地質の年代情報は限られてお
り，地形発達過程の復元が限定的である． 
 
２．研究の目的 
 東北日本弧の内陸盆地および海岸域の第
四紀層について，火山灰・古地磁気編年と層
相解析により堆積史を復元し，応力場等のテ
クトニックな背景の変化が内陸盆地・海岸域
の地形発達にどのような影響を与えたかを
第四紀全般において明らかにする．本研究で
は，目的遂行のため，最近精度が向上した中
〜前期更新世火山灰編年学と古地磁気学の
知見を生かし，後期更新世と同等レベルの年
代精度を第四紀全般に延ばした内陸盆地・海
岸域の地形発達史復元を手段とする． 
 
３．研究の方法 
 本研究の実質的な研究方法は，ボーリング
掘削とコア試料分析，補完する野外調査・分
析である．有効なボーリングコアを得るため，
事前調査として既存の柱状図資料を集めて
掘削適所を選定する．ボーリング掘削を実施
し，得たボーリングコアの基本的な岩相記載
を行い，含まれるテフラの記載と古地磁気測
定を実施する．テフラ試料は記載岩石学的性
質を明らか（岩石記載は基本的に首都大学東
京内で実施するが一部は外注）にした上でテ
フラ同定を行う．その上で深度・年代の関係
を明らかにするが，並行して古地磁気データ
による検証も実施する．また海岸域で得られ
たコアについては，堆積環境を明らかにする
ため，珪藻分析などの外注も行う．上記デー
タを元に堆積史を編み，対象地の内陸盆地・
海岸域の地形発達を復元する． 
 
４．研究成果 
 東北日本弧南部内陸盆地の堆積物に関し
て以下のことが明らかとなった． 
郡山盆地：奥羽山脈の前弧側に位置する郡山
盆地では，KR-11-1 コアおよび土質試料より， 
Hu-TK（0.15–0.20 Ma）， Sn-MT（0.18–0.26 Ma）， 
Sn-SK（0.17–0.27 Ma）， So-OT（0.31–0.33 Ma）， 
Sr-Kc-U8（0.910–0.922 Ma）のテフラが検出
された（①笠原ほか，2017）．現在郡山盆地
は下刻傾向にあり段丘地形が発達するが，
So-OT 降下から Hu-TK 降下にかけての 10-20
万年間は砂・泥・泥炭などの細粒堆積物が堆

積速度 0.32-0.16 m/kyr で連続的に堆積した．
この堆積速度が過去にわたり等速であった
とすれば細粒堆積物は35-40万年前から堆積
が始まったことになる．一方でこの細粒堆積
物は約 90 万年前に噴出した火砕流堆積物
Sr-Kc-U8 を含む，粗粒な礫からなる河川堆積
物を覆う．細粒物の堆積開始は下流側に存在
する安達太良火山の活動と関係があると思
われ，明確な活断層を伴わない郡山盆地の地
形発達をテクトニクスで説明するのは困難
である． 
会津盆地：奥羽山脈の背弧側に発達し，東西
に活断層を伴う会津盆地の形成史は第四紀
以前に遡る．活断層近傍，盆地中西部の会津
坂下町（AB-12-2 コア）では深度 90 m までの
細粒堆積物中に，Nm-NM（5 ka），AT（30 ka），
DKP（60 ka），Nm-KN，Ag-OK，TG（0.129 Ma），
Sn-MT のテフラが確認され，堆積速度は 0.46
–0.19 m/kyr である（②鈴木ほか， 2016）．
また盆地中央部（GS-SOK-1 コア）でも Nm-NM
と Sn-SKが検出され堆積速度は約 0.37 m/kyr
と見積もられ，盆地西部から中央部にかけて
は同様な堆積速度を示すとされている（③石
原ほか，2015）．一方で盆地中東部（GS-AZU-1
コア）では AT，Aso-4（87 ka），Nm-SB（0.11 
Ma），Sn-MT，Sr-Kc-U8 が検出され，後期更新
世以降の平均堆積速度は 0.45-0.27 m/ky で
あり盆地西部・中央部と同等であるが，
Sr-Kc-U8 の検出に示されるように，中部更新
統/下部更新統境界は西側へ傾くとされた
（④石原ほか，2017）．会津盆地では活断層
の活動や変位速度に規制されて堆積が進ん
できたと考えられる． 
米沢盆地：奥羽山脈の背弧側に発達し，盆地
西縁には米沢盆地西縁断層が存在する．盆地
北東部で掘削された２本のコア（B7-1-2 コ
アおよび B7-1-14 コア）からは AT，Nm-KN，
On-NG，Aso-4 のテフラが検出された（⑤笠原
ほか，2014）．Aso-4 の深度から堆積速度を見
積もると約 0.5 m/kyr となり，米沢盆地の盆
地床の堆積速度が米沢盆地西縁断層の活動
度に依存していると仮定した場合，その平均
変位速度 0.4-0.5 m/kyr（⑥地震調査研究推
進本部 2005）に対して調和的な値である． 
山形盆地 西縁に明瞭な活断層を伴う山形
盆地において盆地北部，村山市浮沼において
地下により Hj-O（11–12 ka）， K-Tz，（95 ka）
の各テフラが検出され（⑦鈴木ほか，2014），
これらから推定される堆積速度は0.37 m/kyr
である．掘削地点西側では盆地中央部地下に
伏在する活断層として浮沼断層が推測され，
段丘地形と地下堆積物から平均変位速度は
0.45-0.55 m/kyrと推定された（⑧瀬﨑ほか，
2016）．K-Tz 以深の堆積物の年代はまだ不明
であるが，細粒堆積物の堆積速度が一定であ
れば少なくとも約 20 万年前から現在に近い
堆積環境で細粒堆積物が堆積してきた． 
 上記の様に東北日本弧内陸盆地において
これまでほとんど知見の無かった数値年代
データが得られて，堆積速度やその時間的変



化を見積もることができた．またその結果か
ら盆地形成過程を説明する原動力（火山活動
や断層活動）について議論が可能となった．
得られた成果の国内外における位置づけと
インパクトとしては，火山灰編年学の有用性
が証明され，さらにこのような手法を各地に
適用するための動機づけとなる．また既に堆
積盆の形成史がよく編まれている地域との
比較が可能となり，東北日本弧内陸盆地にお
ける長期の地殻変動の特異性や共通性を知
ることができ，日本列島全体の地形形成過程
の解明に貢献すると考えられる． 
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